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全校道徳～命の授業
今週２８日(火)、６時間目に全校道徳～命の授業を行いました。講師として双葉屋旅館経営の

小林友子様にお越しいただき、「東日本大震災の小高の様子」についてご講話いただきました。

小林様には本校生徒とウクライナとの交流活動にも関わっていただいており、例年ウクライナの

児童、生徒たちとクリスマスカードの交換をするなど現地の子どもたちへ心を寄せることにより、

原子力発電所災害に伴う放射線教育の必要性や、今なお続くロシアによる軍事侵攻に対する平和

教育の大切さ等について、生徒たちに学ばせる上で重要な役割を担っていただいています。

講話では震災直後の様子から事細かにお話しいただきま

した。日本が沈没してしまうかと思うくらいこれまで体験

したことのないような長く大きな揺れであったこと。そし

て倒れた家具や落ちた物などを片付けている最中、突然水

の流れる音が聞こえてきたかと思った瞬間、JR 小高駅前の
比較的高台に立地していたにも拘わらず自宅兼旅館の床下

まで水が入り込んできて、津波がきたことにとても驚いた

こと。などその場にいた方の緊迫感と臨場感をそのままにお

話しいただきました。その後お話は東京電力福島第一原子力

発電所災害によって避難された状況や政府からの避難指示解

除を受け、再び小高の地に戻り、復興に向け様々な方々と協

力しながら取り組んでこられたことなどを紹介していただき

ました。後半では映像編集などをされるスタジオサードアイ

のすぎた和人様から小高区の震災前と震災後の写真等の紹介

とともにお話しいただき、現在の小高区復興の道のりの現在地を実感することができました。

講話のまとめとして、同じ原子力発電所事故のあったチェルノブイリ原子力発電所のあるウク

ライナの方々との交流についての紹介や、今なお続くロシアによるウクライナへの軍事侵攻によ

り被害に遭われているウクライナの方々に対して私たちができることなど、世界平和と国際貢献

について改めて学ぶ大変貴重な時間となりました。ありがとうございました。

令和7年入学生説明会
先週 24 日(金)の午後、令和７年度入学生説明会を開催しました。今

年は６年生の皆さんと保護者の方々に中学校生活をよりよく理解しても

らうため、全クラスの授業参観を行いました。（１年数学、２年：英語、

３年国語の授業）また、その後多目的ホールで行った説明会の場面では

本校生徒会役員の生徒たちから生徒目線での説明があり、児童たちは興

味をもって聞くことができたようです。最後に児童たちは美術の体験授

業としてグルーガンを用いた簡単な製作活動、そして保護者の方々はス

クールカウンセラーによる思春期講座を行いました。

少しでも中学校生活の不安を小さくし、円滑に小学校から中学校生活

へと接続できるよう今のうちから不安解消に努めたいと思います。


